
精神看護学特論

科目名
担当教員

(研究室番号)

可

否

科目
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関連する
DP

到達
目標

回
授業
方法

１回
犬飼
木戸
奥野

講義

２回
犬飼
木戸
奥野

講義

３回
犬飼
木戸
奥野

講義

４回
犬飼
木戸
奥野

講義

５回
犬飼
木戸
奥野

講義

６回
犬飼
木戸
奥野

講義

７回
犬飼
木戸
奥野

講義

８回
犬飼
木戸
奥野

講義

９回
犬飼
木戸
奥野

講義

10回
犬飼
木戸
奥野

講義

11回
犬飼
木戸
奥野

講義

12回
犬飼
木戸
奥野

講義

13回
犬飼
木戸
奥野

講義

14回
犬飼
木戸
奥野

演習

15回
犬飼
木戸
奥野

演習

事前準備
 2-13回　・該当する内容に関する国内外の文献から予習する。
　　　　 ・１テーマ約45分間のプレゼンテーションができるよう準備し、授業にプレゼンテーション資料等
           を持参する。
14-15回　これまでの講義内容を踏まえ、意義・社会的影響・費用対効果・実現可能性を念頭に入れて政策を
         立案してくる。

日本及び諸外国の精神保健医療福祉を取り巻く状況は毎年のように大きく変化し、法律・制度・臨床サービスは絶えず
変化し続けています。まずは、現状と課題について様々な文献を用いて整理し、私たち支援者が今後どのように変化し
ていく必要があるのかについて考えていきましょう。

教科書

備考

成績評価方法
(基準)

随時紹介する

受講者への
メッセージ

科目等
履修生

遠隔授業

　本科目は、精神保健医療福祉の法律・制度・臨床サービスに関して、日本における歴史的経緯及び現状と課題を学習し、諸外国
との比較も踏まえながら、今後の展望を検討することを目的とする。
　なお本科目は、日本看護系大学協議会が定める高度実践看護師教育課程基準（専攻分野共通科目）「１．歴史・法制度に関する
科目」に相当する科目である。

1年次
前期

科目
区分

支持科目

犬飼：sayuri.inugai@mcn.ac.jp
教員への連絡方法
(メールアドレス)

精神看護学特論
Theories of Psychiatric
and Mental Health Nursing

犬飼　さゆり(401）
木戸 芳史（非常勤）
奥野 史子（非常勤）

学習項目 学習内容

単位数
(時間)

2(30)
授業
形態

主担当
教　員

精神保健医療福祉における、歴史・法律・
制度が看護に与える影響の概説

・本講義の目的・目標の概説を理解する。
・高度実践看護看護師として、歴史・法律・制度を学ぶ意義を理
解する。

①講義に対する事前準備及びプレゼンテーション（50％）
②講義におけるディスカッションへの参加（50％）

なし

参考書等

選択
区分

領域
必修

1）日本や諸外国における精神保健医療福祉の歴史的変遷について理解することができる。
2）日本や諸外国における精神保健医療福祉に関する法律や制度について理解することができる。
3) 日本や諸外国における精神保健医療福祉に関する現状の課題を理解し、今後の展望を検討することができる。
4）精神保健医療福祉において現在及び将来的に必要とされる施策及びその実現方法について理解できる。

講義
履修
年次

・精神保健医療福祉の制度や体制、精神障害者への保健医療や福
祉の変遷について国際比較を交えながら学び、過去から現在への
つながりと、今後のあり方について討議する。

我が国の精神保健医療福祉の歴史的変遷①
～戦前

・精神保健医療福祉の制度や体制、精神障害者への保健医療や福
祉の変遷について国際比較を交えながら学び、過去から現在への
つながりと、今後のあり方について討議する。

我が国の精神保健医療福祉の歴史的変遷②
戦後～

・精神科入院医療に関する現状と課題、関連する法律・制度・
サービスについて諸外国との比較を含め文献検討し、今後の展望
を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題②
精神科入院医療（慢性期・重度慢性）

・精神科入院医療に関する現状と課題、関連する法律・制度・
サービスについて諸外国との比較を含め文献検討し、今後の展望
を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題①
精神科入院医療（精神科救急急性期・総合
病院）

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題③
地域・在宅精神保健医療福祉（１）

・地域・在宅精神保健医療福祉に関する現状と課題、関連する法
律・制度・サービスについて、諸外国との比較を含め文献検討
し、今後の展望を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑤
身体合併症

・身体合併症に関する現状と課題、関連する法律・制度・サービ
スについて、諸外国との比較を含め文献検討し、今後の展望を討
議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題④
地域・在宅精神保健医療福祉（２）

・地域・在宅精神保健医療福祉に関する現状と課題、関連する法
律・制度・サービスについて、諸外国との比較を含め文献検討
し、今後の展望を討議する。

・我が国の精神保健医療福祉に関する現状と課題について包括的
にまとめ、現在及び将来的に必要とされる施策及びその実現方法
について学ぶ

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑥
認知症

・認知症に関する現状と課題、関連する法律・制度・サービスに
ついて、諸外国との比較を含め文献検討し、今後の展望を討議す
る。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑧
職場のメンタルヘルス

・職場のメンタルヘルスに関する現状と課題、関連する法律・制
度・サービスについて、諸外国との比較を含め文献検討し、今後
の展望を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑦
児童・思春期メンタルヘルス

・児童・思春期メンタルヘルスに関する現状と課題、関連する法
律・制度・サービスについて、諸外国との比較を含め文献検討
し、今後の展望を討議する。

ﾃﾞｨﾌﾟﾛ
ﾏ・ﾎﾟﾘｼｰ
（DP）

１．多様化・複雑化・高度化する看護ニーズを的確に捉え、看護の特定領域における高度な看護実践能力や総合的な調
整能力を身につけている。

４．看護教育者あるいは看護実践者としての基礎的な教育能力を修得している。

・我が国の精神保健医療福祉に関する現状と課題について包括的
にまとめ、現在及び将来的に必要とされる施策及びその実現方法
について学ぶ

制度・政策の立案とその実現

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑨
災害メンタルヘルス（初期）

・災害メンタルヘルスに関する現状と課題、関連する法律・制度
について文献検討し、被災地における活動の実際を踏まえなが
ら、今後の展望について討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑩
災害メンタルヘルス（中長期）

・災害メンタルヘルスに関する現状と課題、関連する法律・制度
について文献検討し、被災地における活動の実際を踏まえなが
ら、今後の展望について討議する。

制度・政策の立案とその実現


